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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5－1．青年女子の体つきの分類一デンドログラム・出現率・体つき・シルエヅiト三
休つきの分類と出現率
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腹囲／腰囲が最小で腹囲が小さく、腹郎はやや前突して’1
いる。身長に対する股上および股上前後の長さが最大。
表4から、．腰囲｛ξ比ぺて外包囲が大きく、．大腿部が大き．
v、、ダイ．ヤモンドに代表される菱型の腰部であろ．　’ド
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『、表5－2．成人女子あ体つぎあ分類Lデゾドログラムニ出現率（π数）・体っき・シル▲ットー
成
人
女
子
§8
色
　　　体つきの分類と出現串（丘数）
’司‥　バ　　　F」一　・甫’F
YMI、くびれ型
　　44．6％
フ　’＾1　　　　　1　　　　　’
YM1）
“N10　ずん胴型
i　55．4％
｝～’に‘、・　」∵
づ
　　　　　　　　一‘　指数値による休つきの推定・、
くびれ後充実型∴’胴囲が細く、後腰囲に対する前腰囲は亭小・
7．7％　1　－．　で殿部は大きく後ろに張り出す。
（Y・17、H－5、0－1）身長に対する股上と股上前後の長さは最小。、、
　　　　　　　　腰部正中角度の大きい人が多いC一
YM’Q　くびれ青年典型　1’最も胴がくびれ、胴囲に対する腰囲は最大
　　　　27．5％　1’　　で、腰囲に対する腹囲は最小．．　　’　・
．．　　　　（Y二63、Hl14㌧0・5）股上に対する腰部最木矢状径は最4
　　　　　　　　　　　　，若年層の平均的バランスC　　・　・
　　　　　　　　　　、　　　　　コYM3
MO．1
くびれハート型，胴囲は細くくびれているが、腰囲に対する
9ξ4％◆，　’「一　腹囲がくびれ型のタイブの中で最大。’‘
（V・12、H－11、0－5）身長に対する股上およ1ぴ股上前後の長さは
　　　　　．∵；，大きい・、、’　∴：，、　：二　＿、
　　　　　　　　　　　　　　　1　　　”　、
ずん胴スクェア型〉『腰囲に対する腹囲が大きい。，．∴．1、　・百　　　’
31㌧2％　　　’バ股上に対する腰部最大矢状径は最犬吐　　．，二　　i
（Y－3、H・27、0・63）腰部正中角度は小さい。　　　　　　　　　　　　ll
　　　　　　　　ずん胴型タイプの中の平均的バランズo
　「ご：・：・：　　・《き　　…・　い　　”∨一』P　　　　　㌧．
ずん胴ピーマン型　ずん胴が極度に進み腰囲に対する腹囲は最　　　　　｝
．　二：・一　、、＿・前傾や後傾姿勢が目だちV腰部正中角度は　　il、パ1
　　　　　　　　ヌイナスも見られ多〇二　二∴　’　　：．，1　　’
　　　　　　　　　　　　・〉　　　　　・．　　1
　　　シルエット
　　後面　　　1　側面
　　　　｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．へ　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　l　l二　　　　　　　甲　　㌦：　　・、
齢とともにずん胴が進む．．第2は腰囲に対する腹囲の大一．
　　　　｛きさ℃i前面・後面の外観上1おダイヤモンド・ハー
ト・スクェア・ピーマン型などの各形態の違いが明確で
ある．ピーマン型は腹囲が腰囲にまさり最大周径となり，
64 ノ「
　．．：　　一…　　　ヒ・　　…・　i　　　　i
一その増大に付随して股上前後の長さと腰部最大矢状径も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1増大する．腹囲の増大は個体差を含みながらの加齢現象
と考えられる．第3は腹囲および腰囲の前後比で，前腹
囲が小さく後腰囲が大きく張り出す青年期の体つきから，
オ　ヘロ　らへ
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成人女子の体つきの分類（第2報）
大きい前外包囲引に比ぺ後外包囲が小さい体つきへの加
齢現象が指数値や側面写真から観察された．第4は身長
に対する股上の長さで“胴長”かどうかの体つきで，こ
れは唯一個体差に起因すると考えられる．以上成人女子
の体つきをまとめると，第1にYM（くびれ型）とMO
（ずん胴型）に大別され，青年期と老年期の体つきの大
きな違いが認められた．これは比較的変動の少ない腰囲
に対し，胴囲の増加がずん胴となる原因と考えられる．
　第2，第3の体つきはダイヤモンド・ハート・スクェ
ア・ピーマソなどに外観が似ており，これは胴囲や腰囲
に対する腹囲の大きさの違いが原因と考えられ，中・老
年の腹囲の増加（表4参照）は，単に周径が増加するの
みでなく腰囲をもしのいで最大周径となり，その前後比
は青年と異なり，パンツ設計では必要不可欠の股上前後
の長さは著しく増加する．したがって中高年の下衣の購
入・設計には腹囲をマークすることが必要である．青年
とは全く異なる体つきに適合する下衣のパターンが得ら
れなければ快適な衣生活とはならない．
　4．要　　約
　衣服設計の際の体型への適合性を目的とし，胴部に引
続き青年女子および成人女子の腰部の体つきの分類を試
みた．
　大きさを除き身体のバランスを示す8項目の指数値は
主に体表長を用い，パンツ構造等の設計に不可欠な股上，
股上前後の長さ，腰部最大矢状径，腰部正中角度をとり
入れた．また周径を計測する場合，前後のかたちが異な
る人体に対し脇線を設定して前面および後面を計測しか
たちの把握につとめた．下衣は一般に胴囲と腰囲をマー
クするが，個体差・経年変化に最も影響を及ぼす腹囲を
重視した．
　この指数値に主成分分析を適用した結果，第1主成分
にあらわれたのはずん胴で腹囲が大きい体つきと・これ
に対するくびれて腹囲の小さい体つきである．第2主成
分は腹部がうすく後腰囲が張り出す体つきとそれに対す
る体つきであり，第3主成分は胴長であるか否かがあら
われた．
　クラスター分析の結果，青年女子は3タイプ，成人女
子は6タイプに分類され，それぞれのタイプ別に，計測
値12項目と指数値8項目について平均値・標準偏差・
最大値・最小値を表4に表した．表4にもとづき各タイ
プの体つきを解釈してキーウードで示し，指数値を用い
て体つきの裏付けを行い，各タイプに属する被験者の後
面・側面写真をもとにシルエット例で表し，これをデン
ドログラム上にまとめ表5－1，5－2とした．
　青年女子の場合，表4に示したように各グループの身
長・ローレル指数・胴囲・腰囲等の範囲についてみると，
大小が入り交じり，身体の大きさの違う被験者が体つき
の共通点でグルーピングされている．すなわち表5－1に
示すY1（出現率3＆2％），　Y2（298％），　Y3（340％）
である．
　成人女子は表5－2のようにYM（くびれ型）とMO
（ずん胴型）に大きく分類され，腰部の体つきは青年期
と中・老年期とでは大きな違いがあることが明らかであ
る．成人女子の年齢別出現率をみると，MO（ずん胴型）
は加齢による体つきとみてよく，青年期に比べ腹囲の増
大はハート・スクェア・ピーマンなどに似た外形となり，
特にMO　2は腹囲が最大周径となる．これに付随して股
上前後の長さも著しく大きくなり，これらの体つきに適
合するバターンは腹囲のマークが必要不可欠であり，中
高年の健康上もっとも身近な保温の環境を整える上で下
衣は重要な衣服で，これらの体つきに適合するパターソ
が考えられなければならない．
　終わりに，長期にわたり数多くのクラスター分析とご
意見を賜りました，九州工業大学情報工学部助教授　小
林史典先生に心から感謝申しあげます．また実験にご協
力くださった被験者の皆様に深謝いたします．
　本研究は昭和63年度曲日本家政学会第41回大会にお
いて発表したものに被験者数を増し，加筆したものであ
る．
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